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XRNZ2; 5'-3" exoribonuclease 2; DHM1-like protein; DHP protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、共転写切断部位における転写終結を促進する5'-3'エキソヌクレアーゼをコードする。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2015年12月],触媒活性：5'から3'方向へのエキソヌクレアーゼ切断によりヌクレオシド5'-リン酸が生成する。,機能：5'->3'エキソリボヌクレアーゼ活性を有する（類似性による）。RNAポリメラーゼIIによる転写終結を促進する可能性がある。転写終結の過程では、ポリアデニル化部位での切断により5'断片が遊離し、これがその後処理されて成熟mRNAが形成される。3'断片は伸長中のポリメラーゼに結合したままとなる。このタンパク質による3'断片の連続的分解は、転写終結を促進する可能性がある。,類似性：5'-3'エキソヌクレアーゼファミリーに属する。XRN2/RAT1サブファミリー。,類似性：CCHC型ジンクフィンガーを1つ含む。,組織特異性：脾臓、胸腺、前立腺、精巣、卵巣、小腸、結腸、末梢血白血球、心臓、脳、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓に発現する。アイソフォーム2は主に末梢血白血球に発現する。,
	研究分野
	RNA分解;
	画像データ
	

	XRN2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	XRN2抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	XRN2ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000に希釈した。

